
「
但
行
礼
拝
」
考

高

佐

宣

長

一

平
成
十
九
年
の
四
月
よ
り
、
新
し
い
宗
門
運
動
で
あ
る
「
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
」
が
実
動
に
入
っ
た
。

こ
の
運
動
は
、
平
成
十
八
年
度
の
「
日
蓮
宗
布
教
方
針
（
伝
道
企
画
会
議
ノ
ー
ト
）」
に
記
さ
れ
る
「
宗
門
運
動
『
立
正
安
国
・
お
題
目

結
縁
運
動
』
の
基
本
大
綱
」
の
〔
基
本
理
念
〕
に
よ
れ
ば
「
法
華
経
に
説
か
れ
る
『
生
命
の
絶
対
尊
重
』
を
基
本
理
念
と
し
、『
立
正
安
国

の
実
現
』
を
眼
目
と
す
る
信
仰
運
動
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
尚
、
こ
の
「
基
本
大
綱
」
中
に
は
「
但
行
礼
拝
」
の
語
は
見
当
た
ら
な
い
）。

そ
し
て
、
次
頁
の
表
（
ゴ
チ
ッ
ク
体
、
網
掛
け
は
引
用
者
に
よ
る
）
に
示
す
通
り
、
こ
の
運
動
は
、

Ⅰ

社
会
活
動
（
一
般
社
会
〈
未
信
徒
〉
向
け
）
＝
「
但
行
礼
拝

ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
」
活
動

Ⅱ

宗
内
活
動
（
教
師
・
檀
信
徒
向
け
）

＝
「
宗
門
再
生
」
活
動

Ⅲ

そ
の
他
の
活
動
の
展
開

に
大
別
さ
れ
る
。

未
信
徒
向
け
の
社
会
活
動
は
「
但
行
礼
拝
」
活
動
と
し
て
括
ら
れ
て
い
る

ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
の
で
あ
る
。

「
宗
門
再
生
」
活
動
以
下
に
つ
い
て
は
、
小
稿
の
考
察
の
対
象
外
で
あ
り
、
省
略
す
る
。

さ
て
、「
社
会
活
動
」
す
な
は
ち
「
但
行
礼
拝
」
活
動
は
、
さ
ら
に
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「立正安国・お題目結縁運動」の実施項目
運動の目標「敬いの心で安穏な社会づくり、人づくり」

Ⅰ社会活動（「但行礼拝」活動）
１ 「いのち」の活動

常不軽菩薩の「但行礼拝」の実践１ 但行礼拝活動
社会に生きる唱題活動の展開
いのちに係わる社会問題への取り組み（自殺・いじめ等）２ 生命尊重社会の実現
青少年健全育成への取り組み
ビハーラ活動の全国的展開
修養道場・寺子屋・かけこみ寺
生命倫理に関する諸問題
保護司・民生児童委員・教誨師等による社会教化活動
家庭児童相談室・テレフォン相談等相談事業充実
人権啓発活動の充実

２ 世界立正平和活動
「環境・平和・いのち」アピールと取り組み１ 世界立正平和活動の推進
「いのりんぴっく」全国的展開
千鳥ヶ淵法要の充実発展
芸術文化活動（日蓮聖人展等）
唱題行脚・辻説法の展開
社会奉仕活動・ボランティア活動
宗門関連教育機関へのアプローチ２ 仏教興隆活動の展開
仏教聖日（降誕・成道・涅槃）の顕彰
和讃・仏讃歌の振興
国際開教対策委員会年次計画に基く17事業展開３ 国際活動の推進

Ⅱ宗内活動（「宗門再生」活動）
１ 教師の研鑽と自己改革

『立正安国論』研修１ 法華経・御遺文の研讃
法華経の生命観の確立
教師研修の充実２ 教師の自己研鑽と自己改革
各種活動団体の充実
宗門運動のリーダー養成
法器養成システムの改革と充実３ 法器養成の充実

２ 寺院・信行活動活性化
様式統一の検討・指導者養成・全国普及１ 唱題行の全国的展開と研鑽
祖山総登詣２ 宗祖霊跡等護持顕彰
宗祖霊跡等の護持顕彰
檀信徒の意識改革と信仰の育成３ 檀信徒による運動推進
檀信徒の組織強化と活性化
檀信徒青年会結成推進と育成
家庭信行の充実４ 家庭信行・信行会活動活性化
信行会活動の活性化
仏事・法要の意義の普及
写経の推進
過疎地域寺院活性化検討委員会・国内開教対策委員会に
おける具体策検討

５ 過疎地域寺院活性化と国内開教の充実

Ⅲその他の活動の展開



１
「
い
の
ち
の
活
動
」

２

世
界
立
正
平
和
活
動

に
区
分
さ
れ
、
前
者
は
、
ま
た
、

①
但
行
礼
拝
活
動

②
生
命
尊
重
社
会
の
実
現

へ
と
展
開
さ
れ
、
更
に
、
そ
の
①
但
行
礼
拝
活
動
は
、

・
常
不
軽
菩
薩
の
「
但
行
礼
拝
」
の
実
践

・
社
会
に
生
き
る
唱
題
活
動
の
展
開

と
項
目
立
て
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

○
社
会
に
目
を
向
け
た
活
動
に
力
点
が
置
か
れ
る
こ
と

○
宗
門
檀
信
徒
を
こ
の
活
動
の
担
い
手
の
主
体
と
す
る

の
二
点
が
、
こ
の
宗
門
運
動
の
二
つ
の
特
色
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。（
平
成
十
九
年
度
布
教
方
針
「
宗
門
運
動
実
施
計
画
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」）

つ
ま
り
、「
但
行
礼
拝
」
は
、
現
今
の
宗
門
運
動
に
於
い
て
、

１
、「
い
の
ち
」
の
活
動

２
、
世
界
立
正
平
和
活
動

を
含
ん
だ
、
宗
門
運
動
の
「
社
会
活
動
」
の
総
称
的
な
も
の
と
し
て
の
意
味
を
付
与
さ
れ
つ
つ
、

１
、「
い
の
ち
」
の
活
動
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の
一
部
で
も
あ
り
、
ま
た
、
具
体
的
に
は
、「
但
行
礼
拝
」
そ
の
も
の
と
と
も
に
、
唱
題
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ
る
と
い
う
、
重
層
的
複
雑

多
岐
な
（
し
か
し
、
何
故
そ
う
し
た
意
味
で
用
い
ら
れ
る
か
と
い
う
論
理
の
筋
道
が
見
え
に
く
い
）
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
檀

信
徒
が
担
い
手
と
な
っ
て
一
般
社
会
（
未
信
徒
）
に
向
け
て
「
但
行
礼
拝
」
を
す
る
こ
と
こ
そ
が
こ
の
運
動
の
力
点
に
な
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
と
な
る
。

因
み
に
、
こ
の
運
動
の
も
う
一
つ
の
柱
と
目
さ
れ
て
い
る
「
祖
山
総
登
詣
」
に
於
い
て
も
（
尚
、「
祖
山
総
登
詣
」
は
、
Ⅱ
「
宗
内
活

動
」
の
２
の
「
寺
院
・
信
行
活
動
活
性
化
」
の
２
の
「
宗
祖
霊
跡
等
護
持
顕
彰
」
の
一
項
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
）、
登
詣
者
に
配
布
さ

れ
る
「
総
登
詣
之
証
」
に
「
但
行
礼
拝
」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

小
稿
で
は
、
法
華
経
な
ら
び
に
日
蓮
聖
人
の
思
想
に
於
け
る
「
但
行
礼
拝
」
に
つ
い
て
の
教
学
的
な
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
れ
を

右
の
よ
う
な
意
味
内
容
を
付
与
し
て
宗
門
運
動
の
中
核
を
な
す
語
と
し
て
用
い
、
檀
信
徒
に
「
但
行
礼
拝
」
自
体
の
実
践
を
慫
慂
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
教
化
学
的
な
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
、
筆
者
な
り
の
筋
道
を
検
討
し
て
み
た
い
。

二

「
但
行
礼
拝
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
妙
法
蓮
華
経
の
常
不
軽
菩
薩
品
に
説
か
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

最
初
威
音
王
如
来
。
既
已
滅
度
。
正
法
滅
後
。
於
像
法
中
。
増
上
慢
比
丘
。
有
大
勢
力
。
爾
時
有
一
菩
薩
比
丘
。
名
常
不
軽
。
得
大

勢
。
以
何
因
縁
。
名
常
不
軽
。
是
比
丘
凡
有
所
見
。
若
比
丘
。
比
丘
尼
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
。
皆
悉
礼
拝
讃
歎
。
而
作
是
言
。
我
深

敬
汝
等
。
不
敢
軽
慢
。
所
以
者
何
。
汝
等
皆
行
菩
薩
道
。
当
得
作
仏
。
而
是
比
丘
。
不
専
読
誦
経
典
。
但
行
礼
拝
。
乃
至
遠
見
四
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衆
。
亦
復
故
往
。
礼
拝
讃
歎
。
而
作
是
言
。
我
不
敢
軽
於
汝
等
。
汝
等
皆
当
作
仏
故
。（『
正
蔵
』
九
・
五
〇
下
）

（
最
初
の
威
音
王
如
来
、
既
已
に
滅
度
し
た
ま
い
て
、
正
法
滅
し
て
後
、
像
法
の
中
に
於
い
て
、
増
上
慢
の
比
丘
、
大
勢
力
あ
り
。
爾

の
時
、
ひ
と
り
の
菩
薩
比
丘
あ
り
。
常
不
軽
と
名
づ
く
。
得
大
勢
よ
、
何
の
因
縁
を
以
て
か
、
常
不
軽
と
名
づ
く
る
や
。
是
の
比
丘

は
凡
そ
見
る
所
あ
ら
ば
、
若
し
は
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
を
、
皆
な
悉
く
礼
拝
し
讃
歎
し
て
、
是
の
言
を
作
せ
ば
な
り
。

「
我
れ
深
く
汝
等
を
敬
う
。
敢
え
て
軽
慢
せ
ず
。
所
以
は
い
か
ん
。
汝
等
は
皆
、
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
、
当
に
仏
と
作
る
こ
と
を
得

べ
け
れ
ば
な
り
。」
と
。
而
も
、
是
の
比
丘
は
、
専
ら
経
典
を
読
誦
す
る
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
但
だ
礼
拝
を
行
ず
る
の
み
な
り
。
乃
至
、

遠
く
に
四
衆
を
見
て
も
、
ま
た
故
ら
に
往
き
て
、
礼
拝
し
讃
歎
し
て
、
是
の
言
を
作
せ
り
。「
我
れ
敢
え
て
汝
等
を
軽
し
め
ず
。
汝
等

は
皆
当
に
仏
と
作
る
べ
き
が
故
な
り
。」
と
。）
（
１
）

右
の
法
華
経
の
説
示
か
ら
注
意
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
点
を
幾
つ
か
上
げ
る
。

一
、「
増
上
慢
比
丘
。
有
大
勢
力
」
と
あ
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
通
り
、「
但
行
礼
拝
」
の
対
象
は
逆
縁
の
四
衆
で
あ
る
。
伝
統
教
学
に
於
い

て
は
、
常
不
軽
菩
薩
の
礼
拝
行
は
「
折
伏
」
と
解
さ
れ
て
お
り
、
─
─
近
時
、
摂
折
に
つ
い
て
は
些
か
議
論
が
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合

も
あ
り
、
小
稿
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
こ
と
と
す
る
け
れ
ど
も
─
─
常
不
軽
菩
薩
の
教
化
（
教
化
と
い
っ
て
も
「
但
行
礼
拝
」

に
よ
る
そ
れ
は
「
結
縁
」
の
み
で
あ
る
と
言
っ
て
可
い
で
あ
ろ
う
）
の
対
象
は
増
上
慢
の
四
衆
で
あ
り
、「
但
行
礼
拝
」
は
「
逆
化
」
で

あ
る
。

右
引
用
文
中
の
「
四
衆
」
は
一
切
衆
生
を
含
意
す
る
と
の
説
も
あ
る
が
、
後
で
引
く
よ
う
に
、「
増
上
慢
四
衆
。
比
丘
。
比
丘
尼
。
優

婆
塞
。
優
婆
夷
。」
の
文
も
あ
り
、
増
上
慢
（
比
丘
の
勢
力
下
に
あ
る
と
こ
ろ
）
の
四
衆
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
、「
但
」
は
、
選
択
を
意
味
す
る
文
字
で
あ
り
、「
但
行
礼
拝
」
と
は
、
礼
拝
の
み
を
行
ず
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
礼
拝
以
外
の
こ
と

を
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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「
不
専
読
誦
経
典
。
但
行
礼
拝
」
と
は
、
経
典
を
読
誦
す
る
こ
と
を
全
く
せ
ず
、
礼
拝
す
る
の
み
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
す
る

の
が
自
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
不
専
読
誦
経
典
」
は
、
そ
の
部
分
の
漢
訳
の
み
を
限
定
的
に
み
る
と
部
分
否
定
の
よ
う
に
も
解
し
得
る
が
、
そ
れ
で
は
「
但
行
礼

拝
」
の
句
と
の
整
合
が
取
れ
な
い
。「
経
典
を
読
誦
す
る
こ
と
の
み
を
専
ら
に
す
る
の
で
は
な
く
（
＝
経
典
を
読
誦
す
る
こ
と
も
す
る
け

れ
ど
も
）、
礼
拝
だ
け
を
す
る
」
と
解
釈
し
た
の
で
は
、
経
文
の
論
理
が
濁
っ
て
し
ま
う
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
原
典
を
み
て
も
、「
そ
の
菩
薩
大
士
は
、
比
丘
で
あ
り
な
が
ら
、
講
説
も
せ
ず
、
読
詠
も
し
な
い
」
と
あ
り
、

（
２
）

全
否
定
と
解
し
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

一
、
但
し
、「
礼
拝
」
を
行
ず
る
こ
と
に
は
「
我
深
敬
汝
等
」
以
下
の
二
十
四
字
の
言
を
な
す
こ
と
が
含
ま
れ
る
。
因
み
に
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
に
は
「
礼
拝
」
に
相
当
す
る
語
は
な
く
、「
た
だ
‥
‥
す
べ
て
近
づ
い
て
右
の
よ
う
に
告
げ
る
だ
け
で
あ
る
」
と
な
っ
て
い

る
。
（
３
）す

な
わ
ち
「
但
行
礼
拝
」
と
は
、
元
来
、
経
典
を
読
誦
せ
ず
に
「
我
深
敬
汝
等
」
以
下
の
二
十
四
字
の
言
を
、
増
上
漫
の
四
衆
に
な

す
こ
と
、
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
常
不
軽
菩
薩
品
の
中
程
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

是
比
丘
。
臨
欲
終
時
。
於
虚
空
中
。
具
聞
威
音
王
仏
。
先
所
説
法
華
経
。
二
十
千
万
億
偈
。
悉
能
受
持
。
即
得
如
上
。
眼
根
清
浄
。

耳
鼻
舌
身
意
根
清
浄
。
得
是
六
根
清
浄
巳
。
更
増
寿
命
。
二
百
万
億
。
那
由
佗
歳
。
広
為
人
説
。
是
法
華
経
。
於
時
増
上
慢
四
衆
。

比
丘
。
比
丘
尼
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
。
軽
賎
是
人
。
為
作
不
軽
名
者
。
見
其
得
大
神
通
力
。
楽
説
弁
力
。
大
善
寂
力
。
聞
其
所
説
。

皆
信
伏
随
従
。（『
正
蔵
』
九
・
五
一
上
）

（
是
の
比
丘
、
終
ら
ん
と
す
る
時
に
臨
み
て
、
虚
空
の
中
に
於
い
て
、
具
さ
に
威
音
王
仏
の
先
に
説
き
た
ま
え
る
所
の
法
華
経
の
二
十
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千
万
億
の
偈
を
聞
き
、
悉
く
能
く
受
持
し
て
、
即
ち
上
の
如
き
、
眼
根
の
清
浄
と
耳
鼻
舌
身
意
根
の
清
浄
と
を
得
た
り
。
是
の
六
根

の
清
浄
を
得
巳
り
て
、
更
に
寿
命
を
増
す
こ
と
二
百
万
億
那
由
佗
歳
に
し
て
、
広
く
人
の
為
に
是
の
法
華
経
を
説
け
り
。
時
に
増
上

慢
の
四
衆
た
る
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
の
、
是
の
人
を
軽
じ
賎
め
て
、
為
に
不
軽
の
名
を
作
せ
し
者
は
、
そ
の
大
神
通
力
・

楽
説
弁
力
・
大
善
寂
力
を
得
た
る
を
見
、
其
の
所
説
を
聞
き
て
、
皆
信
伏
し
随
従
せ
り
。）

右
の
説
示
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

一
、
常
不
軽
菩
薩
は
、
寿
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
法
華
経
を
聞
き
、
六
根
清
浄
を
得
、
寿
命
を
延
ば
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
以
前
に
は
、
法
華
経
に
接
し
て
い
な
い

ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
。
（
４
）

一
、
法
華
経
を
聞
き
、
延
命
の
後
は
、
広
く
法
華
経
を
説
い
て
い
る

ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
（「
不
専
読
誦
経
典
。
但
行
礼
拝
」
は
し
な
く
な
る
）。

一
、
増
上
慢
の
四
衆
は
、
常
不
軽
菩
薩
の
説
く
法
華
経
を
聞
き
、
こ
れ
に
信
伏
し
随
従
す
る
（
そ
れ
以
前
は
、
信
伏
し
て
い
な
い
＝
常
不

ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ

軽
菩
薩
の
教
化
は
表
面
的
に
は
効
果
が
な
い

ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
）。

つ
ま
り
、「
但
行
礼
拝
」
は
、
法
華
経
を
聞
く
前
段
階
の
因
行
で
あ
る
と
解
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
聞
法
の
後
は
、
常
不
軽
菩
薩

ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ

自
身
も
「
但
行
礼
拝
」
し
て
い
な
い

ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
ʋ
。「
但
行
礼
拝
」
と
い
う
教
化
活
動
は
、
増
上
慢
の
四
衆
を
信
伏
せ
し
め
て
い
な
い
。「
但
行
礼
拝
」

を
な
し
た
常
不
軽
菩
薩
は
、
迫
害
受
難
に
遭
っ
た
の
み
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
常
不
軽
菩
薩
は
、
釈
尊
の
前
生
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、「
但
行
礼
拝
」
と
い
う
行
は
、
釈
尊
の
前
生
（
で
あ
る
よ
う

な
特
別
の
機
根
を
有
す
る
者
）
に
の
み
可
能
な
行
（
例
え
ば
、
虎
に
捨
身
す
る
よ
う
な
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、「
但
行
礼
拝
」
は
、
像
法
の
時
代
（
時
）
に
、
増
上
慢
が
大
勢
力
を
有
す
る
地
（
国
）
で
、
釈
尊
の
前
生
た
る
常
不
軽
菩
薩

（
師
）
が
、
増
上
慢
の
四
衆
（
機
）
に
、
法
華
経
に
接
す
る
前
に
行
っ
た
教
化
（
教
・
序
）
で
あ
り
、
現
代
に
於
い
て
、
そ
の
ま
ま
実
行
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す
る
の
は
、
五
綱
教
判
の
い
ず
れ
の
綱
目
に
於
い
て
も
適
わ
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

以
上
を
、
法
華
経
に
み
ら
れ
る
「
但
行
礼
拝
」
の
内
容
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

三

で
は
日
蓮
聖
人
は
「
但
行
礼
拝
」
を
ど
う
捉
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

後
五
百
歳
以
誰
人
法
華
経
行
者
可
知
之
。
予
未
信
我
智
慧
。
雖
然
自
他
返
逆
侵
逼

以
之
信
我
智
。
敢
非
為
他
人
。
又
我
弟
子
等
存

知
之
。
日
蓮
是
法
華
経
行
者
也
。
紹
継
不
軽
跡
之
故
。
軽
毀
人
頭
破
七
分

信
者
福
積
安
明
。

（『
聖
人
知
三
世
事
』
八
四
三
）

（
後
五
百
歳
に
は
誰
人
を
以
て
法
華
経
の
行
者
と
こ
れ
を
知
る
可
き
や
。
予
は
い
ま
だ
我
が
智
慧
を
信
ぜ
ず
、
然
り
と
雖
も
自
他
の

返
逆
侵
逼
あ
り
。
こ
れ
を
以
て
我
が
智
を
信
ず
、
あ
え
て
他
人
の
た
め
に
あ
ら
ず
。
ま
た
我
が
弟
子
等
、
こ
れ
を
存
知
せ
よ
。
日
蓮

は
こ
れ
法
華
経
の
行
者
な
り
。
不
軽
の
跡
を
紹
継
す
る
の
故
に
、
軽
毀
す
る
人
は
頭
七
分
に
破
れ
、
信
ず
る
者
は
福
を
安
明
に
積
ま

ん
。）

右
の
通
り
、
大
聖
人
が
「
不
軽
の
跡
を
紹
継
す
る
」
こ
と
を
言
明
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

但
し
、「
紹
継
不
軽
跡
」
と
は
、「
但
行
礼
拝
」
を
行
ず
る
こ
と
、
で
は
な
い
。
両
者
を
直
結
さ
せ
て
解
釈
す
る
向
き
も
少
な
く
な
い
が
、

常
不
軽
菩
薩
に
関
す
る
日
蓮
聖
人
の
言
及
を
み
る
と
き
、「
但
行
礼
拝
」
を
す
る
と
か
、「
但
行
礼
拝
」
せ
よ
、
と
の
説
示
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。

大
聖
人
の
「
但
行
礼
拝
」
の
語
に
つ
い
て
の
説
示
を
見
る
と
、
真
蹟
の
現
存
す
る
御
遺
文
の
み
な
ら
ず
、
写
本
の
み
の
御
遺
文
に
も
見
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当
た
ら
ず
、『
御
義
口
伝
』
に
あ
る
の
み
で
あ
る
。

第
六

但
行
礼
拝
事

御
義
口
伝
云
礼
拝
者
合
掌
也
。
合
掌
者
法
華
経
也
。
此
即
一
念
三
千
也
。
故
不
専
読
誦
経
典
但
行
礼
拝
云

也
。

（『
御
義
口
傳
』
常
不
軽
品
三
十
箇
大
事

二
六
七
八
）

（
第
六

但
行
礼
拝
の
事
。
御
義
口
伝
に
云
は
く
、
礼
拝
と
は
合
掌
な
り
。
合
掌
と
は
法
華
経
な
り
。
此
れ
即
ち
一
念
三
千
な
り
。

故
に
「
不
専
読
誦
経
典
但
行
礼
拝
」
と
云
ふ
な
り
。）

余
り
に
短
い
解
文
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
迷
う
が
、
礼
拝
＝
合
掌
＝
法
華
経
＝
一
念
三
千
、
と
の
関
係
性
を
示
し
て
、「
但

行
礼
拝
」
を
行
ず
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
法
華
経
、
一
念
三
千
を
行
ず
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
を
明
か
し
、「
不
専
読
誦
経
典
」
を
会
通

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
前
述
の
通
り
、「
但
行
礼
拝
」
に
は
、「
我
深
敬
汝
等
」
の
二
十
四
字
を
告
げ
る
こ
と
は
含
ま
れ
る
（「
我
深
敬
汝
等
」
の
二
十
四

字
を
告
げ
る
こ
と
が
但
行
礼
拝
で
あ
る
）
の
で
、
こ
の
文
に
つ
い
て
の
日
蓮
聖
人
の
説
示
を
み
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

薬
王
菩
薩
は
法
華
経
の
御
前
に
臂
を
七
万
二
千
歳
が
間
と
も
し
給
、
不
軽
菩
薩
は
多
年
が
間
二
十
四
字
の
ゆ
へ
に
無
量
無
辺
の
四
衆

罵
詈
毀
辱
杖
木
瓦
礫
而
打
擲
之
せ
ら
れ
給
き
。
所
謂
二
十
四
字
と
申
我
深
敬
汝
等
不
敢
軽
慢
所
以
者
何
汝
等
皆
行
菩
薩
道
当
得
作
仏

等
［
云
云
］。
か
の
不
軽
菩
薩
は
今
の
教
主
釈
尊
な
り
。
昔
の
須
頭
檀
王
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
の
為
に
、
千
歳
が
間
阿
私
仙
人
に
せ

め
つ
か
は
れ
身
を
床
と
な
さ
せ
給
て
、
今
の
釈
尊
と
な
り
給
。

（『
日
妙
聖
人
御
書
』
六
四
三
）

疑
云

正
像
二
時
相
対

末
法

時
与
機
共
正
像
殊
勝
也
。
何
捨
其
時
機
偏
指
当
時
乎
。
答
云

仏
意
難
測
。
予
未
得
之

試
案
一

義
以
小
乗
経
勘
之

正
法
千
年
教
行
証
三
具
備
之
。
像
法
千
年
有
教
行
無
証
。
末
法
有
教
無
行
証
等［
云
云
］。
以
法
華
経
探
之

正

法
千
年
具

三
事
者
於
在
世
結
縁
法
華
経
者

其
後
生
正
法
以
小
乗
教
行
為
縁
得
小
乗
証
也
。
於
像
法
者
在
世
結
縁
微
薄
之
故
於
小

─387─

「但行礼拝」考（高佐）



乗
無
証
此
人
以
権
大
乗
為
縁
生
十
方
浄
土
。
於
末
法
者
大
小
益
共
無
之
。
小
乗
有
教
無
行
証
。
大
乗
有
教
行
冥
顕
証
無
之
。
其
上
正

像
之
時

所
立
権
小
二
宗
漸
漸
入
末
法
執
心
強
盛
以
小
打
大
以
権
破
実

国
土
大
体
謗
法
者
充
満
也
。
依
仏
教
堕
悪
道
者
多
自
大
地

微
塵

行
正
法
得
仏
道
者
少
於
爪
上
土
。
当
此
時
諸
天
善
神
捨
離
其
国

但
有
邪
天
邪
鬼
等
入
住
王
臣
比
丘
比
丘
尼
等
身
心

可
令

罵
詈
毀
辱
法
華
経
行
者
時
也
。
雖
爾
於
仏
滅
後
捨
四
味
三
教
等
邪
執
帰
実
大
乗
法
華
経

諸
天
善
神
並
地
涌
千
界
等
菩
薩
守
護
法
華

行
者
。
此
人
得
守
護
之
力
以
本
門
本
尊
・
妙
法
蓮
華
経
五
字
令
広
宣
流
布
於
閻
浮
提
歟
。
例
如
威
音
王
仏
像
法
之
時

不
軽
菩
薩
以

我
深
敬
等
二
十
四
字

広
宣
流
布
於
彼
土

招
一
国
杖
木
等
大
難
也
。
彼
二
十
四
字
与
此
五
字
其
語
雖
殊

其
意
同
之
。
彼
像
法
末

与
是
末
法
初
全
同
。
彼
不
軽
菩
薩
初
随
喜
人

日
蓮
名
字
凡
夫
也
。

（『
顕
仏
未
来
記
』
七
九
三
）

（
疑
つ
て
云
く
、
正
像
の
二
時
を
末
法
に
相
対
す
る
に
、
時
と
機
と
と
も
に
正
・
像
は
こ
と
に
勝
る
る
な
り
。
何
ぞ
其
の
時
機
を
捨
て

て
偏
へ
に
当
時
を
指
す
や
。
答
へ
て
云
く
、
仏
意
測
り
難
し
。
予
い
ま
だ
こ
れ
を
得
ざ
れ
ど
も
、
試
み
に
一
義
を
案
じ
小
乗
経
を
以

て
こ
れ
を
勘
ふ
る
に
、
正
法
千
年
は
教
・
行
・
証
の
三
つ
、
具
さ
に
こ
れ
を
備
ふ
。
像
法
千
年
に
は
教
・
行
の
み
有
り
て
証
な
し
。

末
法
に
は
教
の
み
有
り
て
行
・
証
な
し
等
云
云
。
法
華
経
を
以
て
こ
れ
を
探
る
に
、
正
法
千
年
に
三
事
を
具
す
る
は
、
在
世
に
於
い

て
法
華
経
に
結
縁
す
る
者
、
そ
の
後
、
正
法
に
生
れ
て
小
乗
の
教
・
行
を
以
て
縁
と
な
し
て
小
乗
の
証
を
得
る
な
り
。
像
法
に
於
い

て
は
在
世
の
結
縁
微
薄
の
ゆ
ゑ
に
、
小
乗
に
於
い
て
証
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
人
、
権
大
乗
を
以
て
縁
と
な
し
て
十
方
の
浄
土
に
生

ず
。
末
法
に
於
い
て
、
大
小
の
益
と
も
に
こ
れ
な
し
。
小
乗
に
は
教
の
み
有
り
て
行
・
証
な
し
。
大
乗
に
は
教
・
行
の
み
有
り
て
冥
・

顕
の
証
こ
れ
な
し
。
そ
の
上
、
正
像
の
時
、
所
立
の
権
・
小
の
二
宗
、
漸
漸
末
法
に
入
り
て
執
心
強
盛
に
し
て
、
小
を
以
て
大
を
打

ち
、
権
を
以
て
実
を
破
り
、
国
土
に
大
体
謗
法
の
者
、
充
満
す
る
な
り
。
仏
教
に
依
り
て
悪
道
に
堕
す
る
者
、
大
地
の
微
塵
よ
り
も

多
く
、
正
法
を
行
じ
て
仏
道
を
得
る
者
、
爪
上
の
土
よ
り
も
少
し
。
こ
の
時
に
当
り
て
諸
天
善
神
そ
の
国
を
捨
離
し
、
た
だ
邪
天
・

邪
鬼
等
あ
つ
て
王
臣
・
比
丘
・
比
丘
尼
等
の
身
心
に
入
住
し
、
法
華
経
の
行
者
を
罵
詈
毀
辱
せ
し
む
べ
き
時
な
り
。
爾
り
と
雖
も
、

仏
の
滅
後
に
お
い
て
四
味
・
三
教
等
の
邪
執
を
捨
て
実
大
乗
の
法
華
経
に
帰
せ
ば
、
諸
天
善
神
な
ら
び
に
地
涌
千
界
等
の
菩
薩
、
法
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華
の
行
者
を
守
護
せ
ん
。
こ
の
人
は
守
護
の
力
を
得
て
本
門
の
本
尊
・
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以
て
閻
浮
提
に
広
宣
流
布
せ
し
め
ん

か
。
例
せ
ば
威
音
王
仏
の
像
法
の
時
、
不
軽
菩
薩
、
我
深
敬
等
の
二
十
四
字
を
以
て
彼
の
土
に
広
宣
流
布
し
、
一
国
の
杖
木
等
の
大

難
を
招
き
し
が
如
し
。
彼
の
二
十
四
字
と
此
の
五
字
と
、
其
の
語
こ
と
な
り
と
雖
も
、
其
の
意
こ
れ
同
じ
。
彼
の
像
法
の
末
と
是
の

末
法
の
初
め
と
全
く
同
じ
。
彼
の
不
軽
菩
薩
は
初
随
喜
の
人
、
日
蓮
は
名
字
の
凡
夫
な
り
。）

今
反
詰
云

不
軽
品
云

而
作
是
言
我
深
敬
汝
等
等［
云
云
］。
四
衆
之
中
有
生
瞋
恚
心
不
浄
者
悪
口
罵
詈
言
是
無
智
比
丘
。
又
云

衆
人
或
以
杖
木
瓦
石
而
打
擲
之
等
［
云
云
］。
勧
持
品
云

有
諸
無
智
人

悪
口
罵
詈
等

及
加
刀
杖
者
［
云
云
］。
此
等
の
経
文
は

悪
口
罵
詈
乃
至
打
擲
す
れ
ど
も
と
か
れ
て
候
は
、
説
人
の
失
と
な
り
け
る
か
。

（『
撰
時
抄
』
一
〇
〇
四
）

仏
法
の
中
に
、
内
薫
外
護
と
申
大
な
る
大
事
あ
り
て
宗
論
に
て
候
。
法
華
経
に
は
我
深
敬
汝
等
。
涅
槃
経
に
は
、
一
切
衆
生
悉
有
仏

性
。
馬
鳴
菩
薩
の
起
信
論
に
は
、
以
真
如
法
常
薫
習
故
妄
心
即
滅
法
身
顕
現
。
弥
勒
菩
薩
の
瑜
伽
論
に
は
見
た
り
。
か
く
れ
（
隠
）

た
る
事
の
あ
ら
は
れ
（
顕
）
た
る
徳
と
な
り
候
な
り
。

（『
崇
峻
天
皇
御
書
』
一
三
九
一
）

第
五

我
深
敬
汝
等
不
敢
軽
慢
所
以
者
何
汝
等
皆
行
菩
薩
道
当
得
作
仏
事

御
義
口
伝
云
此
廿
四
字
妙
法
五
字
替
其
意
同
之
。
廿
四

字
略
法
華
経
也
。

（『
御
義
口
伝
』
二
六
七
八
）

詳
説
す
る
余
裕
が
な
い
が
、『
顕
仏
未
来
記
』
や
『
撰
時
抄
』
の
文
を
み
る
時
、
大
聖
人
が
常
不
軽
菩
薩
の
跡
を
紹
継
す
る
と
仰
る
の

は
、
受
難
・
法
難
と
の
関
連
の
上
で
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
大
聖
人
御
自
身
が
「
但
行
礼
拝
」
を
な
さ
れ
た
証
拠
は

存
在
せ
ず
、
─
─
と
言
う
よ
り
は
、
唱
題
受
持
を
第
一
の
行
と
す
る
大
聖
人
の
教
義
・
教
学
か
ら
考
え
て
、「
但
行
礼
拝
」
自
体
を
な
さ
れ
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る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
七
百
五
十
余
年
の
日
蓮
門
下
の
歴
史
に
於
い
て
も
、「
但
行
礼
拝
」
自
体
を
実
践
さ
れ
た
先

師
を
、
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

四

以
上
の
よ
う
に
、
法
華
経
や
日
蓮
聖
人
に
於
け
る
「
但
行
礼
拝
」
の
内
容
を
検
考
し
て
来
る
と
き
、
果
た
し
て
、
こ
れ
が
、
檀
信
徒
が

担
う
社
会
向
け
活
動
、
い
の
ち
の
活
動
、
と
し
て
、
適
当
な
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
以
上
に
確
認
さ
れ
た
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
会
通
し
、
解
説
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
な
る
が
、
既
述
の
通
り
、「
但

行
礼
拝
」
と
い
う
の
は
、
実
は
、
単
に
礼
拝
す
る
の
で
は
な
く
、
我
深
敬
汝
等
の
二
十
四
字
を
告
げ
る
、
と
い
う
こ
と
が
含
ま
れ
る
の
で

あ
り
、
寧
ろ
、
そ
れ
を
告
げ
る
こ
と
こ
そ
が
、
但
行
礼
拝
の
内
実
で
あ
る
、
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み
る
の
が
宜
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。右

に
引
い
た
、
我
深
敬
汝
等
の
二
十
四
字
に
対
す
る
、
大
聖
人
の
言
辞
を
も
う
一
度
見
よ
う
。

『
見
仏
未
来
記
』（
彼
二
十
四
字
与
此
五
字
其
語
雖
殊

其
意
同
之
。
彼
像
法
末
与
是
末
法
初
全
同
。）
や
『
御
義
口
伝
』（
此
廿
四
字
妙

法
五
字
替
其
意
同
之
。
廿
四
字
略
法
華
経
也
。）
の
説
示
に
あ
る
通
り
、
こ
の
二
十
四
字
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
と
同
意
で
あ
る
と
示
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
説
示
を
踏
ま
え
て
、
先
ほ
ど
引
い
た
「
但
行
礼
拝
事

御
義
口
伝
云
礼
拝
者
合
掌
也
。
合
掌
者
法
華
経
也
。
此
即
一
念
三
千
也
。

故
不
専
読
誦
経
典
但
行
礼
拝
云
也
。」
と
い
う
『
御
義
口
伝
』
の
但
行
礼
拝
解
釈
に
戻
れ
ば
、
ど
う
や
ら
、
唱
題
そ
の
も
の
が
但
行
礼
拝
で

あ
り
、
唱
題
は
但
行
礼
拝
を
包
含
す
る
、
と
い
う
会
通
が
許
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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申
す
ま
で
も
な
く
、
日
蓮
教
学
に
於
け
る
妙
法
五
字
は
「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
」
を
具
足
す
る
も
の
で
あ
り
、
如
来
寿
量
そ
の
も

の
で
も
あ
る
か
ら
、「
い
の
ち
の
活
動
」の
呼
称
と
も
な
り
得
よ
う
し
、
立
正
安
国
の
実
乗
の
一
善
そ
の
も
の
と
も
な
ろ
う
か
ら（
い
ま
、
そ

れ
が
、
題
目
で
あ
る
か
三
大
秘
法
で
あ
る
か
法
華
経
で
あ
る
か
と
言
っ
た
こ
と
は
問
わ
な
い
こ
と
と
す
る
）、
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

以
て
、
現
在
展
開
さ
れ
て
い
る
宗
門
運
動
の
、
小
稿
の
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
な
「
但
行
礼
拝
」
を
め
ぐ
る
系
統
付
け
が
首
肯
さ
れ
得
る
も

の
と
な
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

従
っ
て
、
但
行
礼
拝
活
動
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
な
さ
れ
る
こ
と
の
実
際
の
内
容
は
、
唱
題
そ
の
も
の
で
あ
れ
ば
可
い
、
と
言
う
よ

り
も
、
唱
題
そ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
但
行
礼
拝
そ
の
も
の
を
、
常
不
軽
菩
薩
が

上
慢
の
四
衆
に
対
し
て
な
し
た
の
と
同
様
に
、
万
民
に
な
す
こ
と
を
以
て
運
動
の
内
容
と
す
べ
き
と
す
る
よ
う
な
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
宗
門
運
動
と
し
て
不
適
切
で
は
な
い
か
、
誤
解
を
招
き
は
し
な
い
か
と
案
じ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
宗
門
檀
信
徒
が
担
い
手
の
主
体
と
な
る
、
対
社
会
へ
の
活
動
に
力
点
が
置
か
れ
る
こ
の
宗
門
運
動
の
柱
に
、「
但
行
礼

拝
」
と
い
う
、
未
信
徒
は
勿
論
、
檀
信
徒
に
も
伝
わ
り
に
く
い
呼
称
を
何
故
用
い
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
は
す
る

の
で
あ
る
が
。

註

（
１
）
本
稿
中
の
法
華
経
な
ら
び
に
日
蓮
聖
人
遺
文
か
ら
の
引
用
は
、
全
て
『
日
蓮
宗
電
子
聖
典
』
に
よ
る
。
但
し
、『
大
正
蔵
経
』
な
ら
び
に
『
昭

和
定
本

日
蓮
聖
人
遺
文
』
の
該
当
頁
を
記
す
。
書
き
下
し
は
、
引
用
者
に
よ
る
。

（
２
）『
大
乗
仏
典

法
華
経
Ⅱ
』（
松
濤
誠
廉
・
丹
治
昭
義
・
桂
紹
隆

訳
）
中
央
公
論
社

一
六
五
頁

（
３
）
同
右
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（
４
）
こ
れ
に
つ
い
て
、
常
不
軽
菩
薩
品
の
冒
頭
に
、

若
比
丘
。
比
丘
尼
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
。
持
法
華
経
者
。
若
有
悪
口
。
罵
詈
誹
謗
。
獲
大
罪
報
。
如
前
所
説
。（
若
し
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆

塞
・
優
婆
夷
に
し
て
、
法
華
経
を
持
つ
者
を
、
若
し
悪
口
、
罵
詈
、
誹
謗
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
大
い
な
る
罪
報
を
獲
ん
こ
と
、
前
に
説
く
所
の

如
し
。）

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
常
不
軽
菩
薩
は
、
但
行
礼
拝
を
す
る
時
点
で
既
に
法
華
経
を
受
持
し
て
い
た
と
の
議
論
が
あ
る
。

法
華
経
は
重
層
性
を
有
す
る
経
典
で
あ
り
、
経
中
に
自
ら
の
経
名
を
説
示
す
る
な
ど
し
て
、
自
身
に
言
及
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
う

し
た
場
合
、
そ
の
法
華
経
が
如
何
な
る
法
華
経
で
あ
る
か
を
吟
味
す
る
必
要
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。

こ
の
場
合
、「
但
行
礼
拝
」
時
で
の
法
華
経
受
持
を
強
調
し
過
ぎ
る
と
、
寿
命
が
尽
き
ん
と
し
た
際
に
、
法
華
経
を
聞
き
、
六
根
清
浄
を
得
、

寿
命
を
延
ば
し
た
と
の
経
文
が
空
文
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
但
行
礼
拝
」
を
す
る
常
不
軽
菩
薩
が
、
言
わ
ば
「
法
華
経
の
精
神
」
を
体
現
し
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
何
も
こ
れ
は
常
不
軽
菩
薩

に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
法
華
経
に
登
場
し
、
肯
定
的
に
描
写
さ
れ
る
仏
・
菩
薩
等
に
共
通
す
る
こ
と
と
言
え
よ
う
。

寧
ろ
、
常
不
軽
菩
薩
品
の
場
合
は
、「
法
華
経
の
精
神
」
を
体
現
し
て
「
但
行
礼
拝
」
し
て
い
た
常
不
軽
菩
薩
が
、
そ
の
寿
命
が
尽
き
よ
う
と

す
る
時
に
初
め
て
法
華
経
を
聞
い
た
と
説
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
よ
く
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
か
な
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、

法
華
経
を
聞
い
て
い
な
い
時
点
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
但
だ
礼
拝
を
行
」
じ
た
、
と
解
す
る
方
が
自
然
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
ま
さ
か
「
法
華

経
を
読
誦
せ
ず
、
但
だ
礼
拝
を
行
じ
た
」
と
は
、
説
け
な
い
で
あ
ろ
う
）。
換
言
す
れ
ば
、「
但
行
礼
拝
」
は
、
五
種
法
師
の
よ
う
な
「
如
説
修

行
」
す
べ
き
行
と
し
て
説
示
さ
れ
て
い
な
い
と
解
し
た
方
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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